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種

譲

山

一

緒

論

暉
の
宗
敏
ビ
し
て
の
生
命
は
騰
験

の
實
行
に
あ
り

。
若
し
職
に
し
て
之
を
敏
ぐ
ε
き
は
、
宗
激
た
る
の
儂
値
は
奪

は
る
る
の
み
な
ら
す
、
其
の
存
立
の
意
義
を
失
ふ
の
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
他
の
宗
激
は
宗
駿
ご
し
て
の
意
義
を

失
ふ
ご
し
て
も
、
或
は
哲
學
ε
し
て
、
實
行
道
徳
ご
し
て
存
立
の
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
帥
學
的
に
は
研
究
の

謝
象
を
有
し
、
道
徳
的
に
は
有
意
義
の
駿
訓
を
多
歎

に
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
暉
は
之
に
封
し
哲
學
を
有
せ
ざ

る
は
勿
論
、
研
究
の
樹
象
た
る
経
典
を
も
有
し
て
ゐ
な
い
。
又
道
徳
的
敷
訓
に
於
て
も
、
例
せ
ば
佛
数
道
徳
の
徳
目

た
る
十
善
戒
の
如
き
も
、
唯
心
性
究
明
の
爲
こ
し
て
研
参
せ
ら
る
、
の
み
で
、
徳
目
ε
し
て
は
更
に
意
を
彿

つ
て
ゐ

な
い
の
で
あ
る
。
然
れ
ぽ
騰
験
は
灘
の
唯

}
生
命
に
し
て
、
繹
の
生
命
を
膿
験
上
に
大
な
る
光
ご
カ
ビ
そ
し
て
強
さ

無
佛
性
話
の
考
察

、叫
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ニ

ビ
深
さ
ご
を
顯
し
て
ゐ
る
の
嫡で
あ
る
o

於
叢
か
坐
藤
辮
道
に
最
大
の
努
力
を
佛
ひ
、
以

つ
て
身
命
を
賭
す
る
も
所
以
あ
る
哉
で
あ
る
。
他
の
宗
敷
者
達

が

紳
に
所
念
し
、
佛
を
信
仰
す
る
如
き
も
の
で
な
く
、全
力
を
投
け
出
し
て
の
白
熟
的
態
度
の
墾
究
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
眞

實
の
燈
験

は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故

に
吾
人
は
言
ふ
、
暉
は
研
究
叉
は
信
仰
に
よ
り
て
得
ら
る
可
き
宗
教

に
あ
ら
す
し
て
、
眞
實
の
自
己
膿
鹸

に
よ
う
て
獲
得
し
得

る
宗
数
で
あ
る
ε
。
然
ら
ぽ
更
に
す

、
ん
で
そ
の
實
修
方

法
は
如
何
ん
ご
云

へ
ば
、そ
は
現
在
に
於
て
は
古
則
の
墾
究
よ
り
外
、道
な
し
ご
せ
ら
る
、
然
も
何
人
と
錐
も
必
ら
す

之
に
よ
り
て
實
修
せ
ざ
れ
ば
騰
験
を
得
す
ε
薦
せ
ら
れ
.
又
實
際
上
之
に
よ
り
て
實
修
し
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
世

に
言
ふ
看
話
灘
と
は
期
ち
此
の
事
で
あ
る
。
今
理
論
上
よ
り
之
を
考
讃
す
れ
ば
、
黙
照
灘
ご
同
様
議
論
の
鯨
地
充
分

な
れ
共
之
は
他
日
に
譲
り
、
只

一
言
を
費
せ
ぱ
、
現
在
繹
宗
に
て
墾
究
し
つ
、
あ
る
公
案
の
み
が
必
す
し
も
公
案
で

な
く
、
宗
激
の
究
極
的
な
問
題
を
自
由
に
撰
鐸
し
て
も
差
支
な
く
叉
膿
験
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
ε
信
す
。
然
し
宗
藪

上
の
窮
極
の
問
題
叉
は
哲
學
上
の
問
題
も
同
じ
く
知
力
の
野
象
こ
な
り
、
多
く
知
識
的
の
遊
戯
に
堕
す
る
弊
が
覆
在

し
て
ゐ
る
か
ら
實
際
上
不
便
で
あ
る
、
此
の
意
味
よ
り
云
へ
ば
吾
人
は
寧
ろ
古
則
を
以

つ
て
墾
究
の
勤
象
ご
し
て
墾

す

る
事
の
便
利
で
あ
る
ご
首
肯
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
○

こ

無
佛
腱
の
話
の
典
擁

現
在
に
於
け
る
無
佛
性
話
の
典
慷
こ
し
て
は
、
多
く
無
門
關

に
依
れ
る
や
う
で
あ
る
が
、
無
門
關
は
序
文
の
中
に



記
せ
し
如
く
、
彼
が
古
則
中
よ
り
四
十
入
則
を
撰
び
出
し
て
拮
提
せ
し
も
の
な
れ
ば
、
其
典
擦
ε
し
て
は
勿
論
趙
州

從
稔
の
語
録
に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
o

僧
問
、
狗
子
還
有
佛
性
也
無
、
師
云
無
、
云
蚕
動
含
蕪
皆
有
佛
性
、
狗
子
因
甚
麿
却
無
、
師
云
爲
伊
有
業
識
在
。

又

一
僧
問
師
、
狗
子
還
有
佛
性
也
無
、
師
云
有
、
爲
甚
麿
入
皮
袋
裡
、
師
云
知
而
故
犯
。
(趙
州
從
論
麗
師
語
録
)

之
を
五
燈
會
元
四
の
彼
の
傳
に
記
す
る
者
ビ
比
較
す
れ
ば
多
少
の
異
鮎
を
見
る
。

問
狗
子
還
有
佛
性
也
無
、
師
云
無
、
日
上
至
諸
佛
下
至
蝶
蟻
皆
有
佛
性
、
狗
子
爲
甚
麿
却
無
、
師
云
、
爲
伊
有
業

議
在
Q

此
の
如
く
蚕
鑑
含
動
の
四
宇
が
、
上
至
諸
佛
下
至
蝶
蟻
の
入
字
こ
な
り
居
れ
り
、
併
し
意
味
に
於
て
は
全
く
同

}
な

る
故
、
話
頭
を
傷
く
る
憂
は
な
き
も
、
何
に
よ
り
て
此
の
如
く
異
り
を
生
せ
し
か
は
不
明
で
あ
る
。
五
燈
會
元
は
租

師
傳
な
る
故
、
記
者
が
丈
章
の
都
合
か
、
或
は
異
本
の
語
録
よ
り
記
入
し
た
者
な
ら
ん
か
?
。
更
に
從
容
録
に
は
、

僑
問
趙
州
、
狗
子
還
有
佛
性
也
無
、
州
云
有
、
僧
日
既
有
爲
甚
麿
却
掻
入
這
個
皮
袋
、
州
云
他
知
而
犯
。
L
又
有
信

問
、
狗
子
還
有
佛
性
也
無
、
州
日
無

.
僧
云
、

}
切
衆
生
皆
有
佛
性
、
狗
子
爲
什
麿
却
無
、
州
日
爲
伊
有
業
識
在
。

從
容
録
は
碧
巖
集
ご
並
び
幕
せ
ら
れ
、
曹
洞
宗
に
於
て
盛
に
提
唱
せ
ら
る
、
録
な
る
が
、
碧
巖
集
に
古
人
の
話
頭
を

自
由
に
切
取
り
て
、
必
要
な
る
部
分
の
み
記
せ
し
ご
同
標
に
、
從
容
録
も
亦
記
者
の
自
由
に
文
章
等
も
取
捨
せ
し
故
、

無
佛
性
の
話
頭
も
か
く
異
り
記
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
從
容
録
、
碧
巖
集
は
元
よ
り
傳

に
あ
ら
す
、
且
目
的
が
古
則

無
佛
性
話
の
考
察

三
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四

を
拮
弄
し
て
學
徒
に
示
す
に
あ
る
か
ら
交
學
の
取
捨
は
元
よ
り
問
題
ご
す
る
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
書
を
適
覧
す
る
ざ
き
は
、
本
則
ε
し
て
重
要
な
瓢
は
全
く
岡

一
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
以
上
の
比
較
稜
照
は

必
要
を
認

め
ぬ
。
而
し
て
前
記
の
話
頭
を
文
章
の
上
よ
り
見
る
時
は
、
無
佛
性
の
原
因
は
業
識
で
あ
る
ご
解
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
然
る
に
原
因
が
問
題
ご
な
ら
す
し
て
、
結
果
が
大
問
題
ご
な
り
、
而
も
無
は
灘
の
關
門
を
打
開
す
る
鐵
鎚

ご
さ
れ
、
叉
葛
藤
を
裁
断
す
る
の
利
斧
こ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
果
し
て
趙
州
の
眞
意
な
る
か
、
疑

へ
ば
疑

問
の
除
地
存
在
す

る
も
、
黄
桀
希
運
を
始
め
大
慧
宏
智
學
皆
此
の
無
を
利
斧
ビ
し
て
學
徒
に
提
示
せ
る
黙
よ
り
み
れ

ば
吾
人
も
無
を
話
頭
の
中
心
ざ
し
て
之
を
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
、然
れ
共
無
は
佛
性
問
題

に
よ
つ
て
引
き
出
さ
れ
た

る
者
な
れ
ば
、
佛
性
の
典
捺
及
び
其
の
解
説
を
爆
く
る
が
考
察
の
順
序
で
あ
る
。
故

に
左
に
浬
繋
経
を
記
し
て
更
に

…進
め
度
い
の
で
あ
る
。三

佛
牲
の
典
擦
琶
其
の
慧
義

我
所
宣
説
、
浬
盤
因
者
、
所
謂
佛
性
、
佛
性
之
性
、
不
生
渥
盤
、
是
故
我
言
、
浬
繋
無
因
、
能
破
煩
悔
、
故
名
大

果
、
…
…
…
衆
生
佛
性
、
亦
復
如
是
、
雛
慮
五
道
、
受
別
異
身
、
而
是
佛
性
、
常

一
無
憂
。

(大
浬
繋
経
二
十
七
、
曇
無
識
羅
獅
子
吼
菩
薩
品
三
)

之
に
よ

つ
て
見
る
ご
き
は
、
狗
子
ご
な
り
て
も
佛
性
に
は
何
等
の
異
攣
な
く
、
狗
は
狗
の
ま
、
佛
性
の
活
躍
で
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
知
而
故
犯
ビ
答

へ
し
意
味
も
、
亦
業
識
あ
る
爲
ビ
云
ふ
意
味
も
、
自
然
ε
了
解
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。



如
是
佛
性
、
即
有
七
事
、

一
常
二
我
三
樂
四
浄
五
眞
六
實
七
善
。
…
…
…
佛
性
有
六
、

一
常
二
浄
三
眞
四
實
五
善

山ハ
少
見
。
(
大
浬
繋
経
三
十
二
、
迦
葉
菩
薩
品
二
、
國
課
四
〇
六
)

是
佛
性
の
内
在
性
を
分
類
し
て
説
け
る
も
の
で
あ
る
。
從

つ
て
佛
性
の
禮
瞼
者
は
、
其
の
禮
験
の
内
容
を
し
て
之
を

生
活
上
に
登
揮
し
て
始

め
て
其

の
償
値
を
眞
實
な
ら
し
む
る
者
で
あ
る
。

佛
性
非
有
非
無
、
所
以
者
何
佛
性
錐
有
非
如
虚
塞
、
何
以
故
、
世
間
虚
塞
、
錐
以
無
量
善
巧
方
便
不
可
得
見
、
佛

性
可
見
、
是
故
錐
有
非
如
虚
室
、
佛
性
錐
無
不
同
兎
角
、
何
以
故
、
轟
毛
兎
角
錐
以
無
量
善
巧
方
便
不
可
得
生
、

佛
性
可
生
、
是
故
錐
生
不
同
兎
角
、
是
故
佛
性
非
有
非
無
、
亦
有
亦
無
、
云
何
名
有
、

一
切
悉
有
、
是
諸
衆
生
不

断
不
滅
、
猶
如
燈
焔
、
乃
至
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
、
是
故
名
有
、
云
何
名
無
、

一
切
衆
生
現
在
未
有
、

H
切

佛
法
常
樂
我
浮
、
是
故
名
無
、
有
無
合
故
帥
是
中
道
、
是
故
佛
説
佛
性
非
有
非
無
。

(大
浬
繋
絶
三
十
二
迦
葉
菩
薩
品
ご
、
國
鐸
四
「
ご
)

佛
性
の
意
義
は
渥
繋
経
に
は
各
所
に
説
か
れ
て
あ
る
も
、
要
鮎
は
前
記
の
交
章
に
過
ぎ
す
、
而
し
て
非
有
非
無

の
中

道
の
佛
性
を
第

M
義
の
も
の
ε
し
、
有
無
の
佛
性
は
相
甥
的
で
あ
る
、
故
に
以
上
は
第
二
義
的
の
も
の
ざ
認
識
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
中
溢
の
佛
性
は
當
然
有
無

の
二
を
含
み
三
方
面
よ
り
解
繹
せ
ら
る
、
は
、
天
台
の
三
諦
説
に
照
し
て
も

明
了
で
あ
る
。
有
は
本
質
の
意
昧
よ
り
悉
有
佛
性
の
意
味
を
顯
し
、
無
は
本
質
ビ
し
て
悉
有
佛
性
な
る
も
未
だ
四
徳

を
具
備

せ
ざ
る
を
以
て
無
ピ
な
し
、
叢
に
修
行
の
必
要
な
る
所
以
ε
、
修
行
に
よ
ら
ざ
れ
ば
具
備
せ
ざ
る
こ
ε
が
暗

無
佛
性
話
の
考
察

五
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六

示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
に
よ
る
ご
浬
繋
経
の
佛
性
は
説
明
し
盤
さ
れ
て
い
る
か
ら
問
題
ご
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

於
叢
當
然
起
る
べ
き
問
題
は
則
趙
州

の
拮
提
せ
る
無
字
で
あ
る
。
若
彼
の
無
を
四
徳
無
き
意
味
に
解
し
、
有
を
本
有

的
の
者
ピ
解
す
れ
ば
元
よ
り
問
題
ご
な
ら
ざ
る
も
そ
れ
で
は
黄
桀
、
無
門
、
大
慧
等

の
古
人
の
拮
弄
は
不
可
解
な
者

ε
な
る
の
で
あ
る
。
今
彼
等
の
拮
提
を
基
礎
ε
し
て
趙
州
の
無
字
を
考
察
す
る
ご
き
は
、
最
も
深
立
な
る
意
味
を
有

す

る
無
ビ
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
趙
州
の
無
は
、
浬
繋
経
の
そ
れ
ビ
は
、
全
く
濁
立
さ

せ
て
趙
州
濁
特
の
見
解
ご
す
る
が
最
も
當
を
得
た
る
者
ご
信
す
る
か
ら
で
あ
.⇔
。

若
し
趙
州
が
浬
繋
経
の
佛
性
説
を
如
實
に
受
け
入
れ
し
も
の
こ
假
定
す
る
ビ
、
灘
の
眞
意
は
全
く
失
は
れ
る
の
で

あ
る
。
依
て
灘
の
立
場
よ
り
見
る
ε
趙
州
の
無
は
彼
れ
濁
創
の
無

ご
み
て
始

め
て
意
義
を
な
す
の
で
あ
る
。
何
故
な

れ
ば
無
は
彼
の
生
命
で
あ
り
宗
敷
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
箕
理
の
騰
験
者
は
凡
て
如
此
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
否
凡
て

の
聖
者
や
哲
入
の
語
は
皆
此
の
如
く
で
あ

つ
た
の
で
あ
ら
う
。

四

時
代
芒
公
案
の
嗣
法

総
て
の
宗
駿
及
び
思
想
は
必
ら
す
時
代
が
背
景
を
な
し
て
動
い
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
宗
敷
の
取
扱
方
が
必
ら
す
時
代

的
に
動
き
、
同
時
に
時
代
に
よ
り
墾
化
し
で
行
く
の
で
あ
る
之
は
宗
激
史
及
び
思
想
史
の
明
瞭
に
謹
明
す
る
所
で
あ

る
。
暉
も
亦
其
の
歎
に
漏
れ
す
、
六
組
時
代
ε
臨
濟
や
洞
山
の
時
代
ε
は
取
扱
方
が
異
つ
て
ゐ
る
。
か
、
る
意
昧
よ

り
趙
州
の
問
答
振
b
を
眺
む
る
ご
、
流
行
的
の
問
答
禮
で
あ
る
事
が
知
ら
る
、
の
で
あ
る
。
今
長
沙
の
景
本
傳

に



問
蛙
矧
斬
爲
爾
断
、
爾
頭
倶
動
、
未
審
佛
性
在
阿
那
頭
.
師
臼
動
與
不
動
是
境
界
、
云
言
不
干
典
非
智
者
所
談
、

只
如
和
爾
言
、
動
與
不
動
是
何
境
界
、
出
自
何
経
、
師
云
灼
然
言
不
干
典
非
智
者
所
談
、
大
徳
豊
不
見
、
樗
嚴
経

云
、
當
知
十
方
無
邊
不
動
虚
塞
、
井
其
動
揺
地
水
火
風
均
名
六
大
、
性
眞
圓
融
如
來
藏
本
無
生
滅
。

(繕
隅藏
郷
仙第
一
輯
第
二
編
乙
第
十
一
套
第
一
漁規
山ハ十
入
葉
右
)

此
意
味
を
約
し
て
言

へ
ば
佛
性
は
動
に
あ
ら
す
不
動
に
あ
ら
す
、
而
も
動
不
動
倶
に
佛
性
な
ら
ざ
る
な
し
、
佛
性

は
身
に
あ
ら
す
心
に
あ
ら
す
、
而
も
身
心
其
他
境
皆
是
佛
性
な
り
と
の
意
昧
で
あ
る
が
、
術
無
の
公
案
に
就
き
て
も

傳
燈
録
惟
寛
の
章
に
左
の
こ
ご
が
記
し
て
あ
る
。

問
狗
子
還
有
佛
性
否
、
師
云
有
、
和
爾
還
有
否
、
師
云
我
無
、
信
云

一
切
衆
生
皆
有
佛
性
、
和
術
依
何
濁
無
、
師

云
我
非

一
切
衆
生
、
僧
云
既
非
衆
生
是
佛
否
、
師
云
不
是
佛
。
信
云
究
寛
是
何
物
、
師
云
不
是
物
、
僧
云
可
見
可

思
。
師
云
思
之
不
及
、
識
之
不
得
、
故
云
不
可
思
議
。
(景
徳
傳
灯
鐘
七
、
五
灯
會
元
三
、
京
兆
興
麗
寺
惟
寛
傳
西
七
五
五
-
八
一
七
)

湖
南
東
寺
如
會

(西
七
四
四
-
入
二
二
)傳
日
、
崔
相
公
入
寺
見
鳥
雀
於
佛
頭
上
放
糞
乃
問
師
云
、
鳥
雀
還
有
佛
性

也
無
、
師
云
有
、
崔
相
公
云
、
爲
什
麿
向
佛
頭
上
放
糞
、
師
云
伊
爲
什
歴
不
向
鶏
子
頭
上
放
。
(同
)

惟
寛
如
會
は
趙
州
(西
七
入
○
)
ざ
同
時
代
の
人
に
し
て
、
然
も
同
し
く
佛
性
を

一
の
問
題

ご
し
て
問
答
せ
ら
れ
、

有
又
は
無

ご
答

へ
し
よ
り
見
れ
ば
、佛
性
に
就
て
の
有
無
の
答
は
彼

一
人
で
な
く
、同
問
題
の

一
般
的
問
題
形
式
ε
見

ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
只
此
問
題
が
時
代
の
流
行
問
題
ご
し
取
扱
は
れ
、
其
問
題
の
形
式
が
流
行
的

一
の
型
ε
な
り

無
佛
性
話
の
考
察

七
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入

し
者
ざ
考

へ
ら
る
。
而
し
て
其

の
流
行
的
問
題
ご
な
り
し
は
、
當
時
浬
薬
経
研
究
の
盛
な
り
し
た
め
自
然
に
暉
僧
間

に
流
入
し
て
、
此
の
如
き
問
答
を
生
み
出
せ
し
に
相
異
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
彼
趙
州
の
答

へ
の
無
の
み
が

日
の
公
案
と
な
り
、
後
世
に
流
布
さ
れ
墾
究
の
樹
象
こ
な
り
し
か
、
之
れ
更
上
の
問
題
な
れ
共
、
其
の
資
料
甚
だ
乏

し
く
之
を
明
瞭
に
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
只
吾
人
は
彼
れ
が
南
泉
普
願
の
正
統
の
傳
法
者
で
あ
る
ご
共

に
、
其

の
人
格
の
高
か
、
り
し
に
唯

一
の
原
因
を
見
出
す
よ
り
推
定
の
外
は
な
い
。
殆
ん
ご
同
時
代
の
黄
桀
や
其
後
の
大
慧
、

無
門
慧
開
な
ご
盛
に
之
を
畢
示
せ
し
者
も
恐
ら
く
此
の
理
由
に
基
く
で
あ
ら
う
◎
蓋
し
無
門
は
無
字
に
よ
り
て
自
ら

見
性
せ
し
よ
り
之
を
無
門
關
四
十
入
則
の
第

一
に
掲
げ
拮
提
し
た
の
で
あ
る
が
、
見
性
の
關
門
を
打
開
す

べ
き
公
案

は
必
す
し
も
無
宇
の
則
に
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
は
他

に
も
数
多
存
在
す

る
の
で
あ
る
が
、
今
無
字
よ
り
特
に

始
め
し
は
何
等
か
の
原
因
あ
る
よ
う
な
れ
土
ハ、
他
に
原
因
こ
し
て
あ
ぐ

べ
き
も
の
は
見
出
さ
す
、
若
叉
輝
を
得
る
に

便
利
な
り
こ
し
て
無
字
に
よ
る
も
の
ビ
す
れ
は
、
前
二
師
の
答
に
て
も
よ
き
筈
で
あ
る
。
然
る
に
趙
州
の
無
字
の
み

傳

へ
ら
れ
、
然
も
墾
究
せ
ら
れ
し
は
前
述
の
如
く
推
定
す

る
外
道
な
く
叉
此
の
推
定
を
要
當
ど
信
す

る
の
で
あ
る
。

五

趙

州

無

字

趙
州
の
無
字
を

一
の
公
案
ご
し
て
學
者
に
提
示
せ
し
は
黄
桀
で
あ
る
。
彼
は
(西
入
五
〇
)
頃
没

せ
し
を
以

で
趙
州

よ
り
後
る
、
こ
ε
約
七
十
年
、
而
し
て
彼
が
學
者
に
提
示
せ
し
語
は
、

若
是
個
丈
夫
漢
看
個
公
案
、
信
問
趙
州
狗
子
還
有
佛
性
也
無
、
州
日
無
、
但
去

二
六
時
中
看
此
無
字
、
書
墾
夜
参



行
往
坐
臥
著
衣
喫
飯
阿
尿
蓮
尿
威
.
心
心
相
顧
、
猛
者
精
…彩
、
守
個
無
字
、
日
久
月
深
、
打
成

一
片
、
忽
然
心
華

頓
倭
。
悟
佛
租
之
機

不
被
天
下
老
和
爾
舌
頭
購
、
便
曾
開
大
ロ
。
(傳
心
法
嬰
)

ご
あ
る
。
繹
關
策
進
に
其
謹
明
こ
し
て
左
の
如
く
記
せ
り
。

雲
棲
稼
宏
云
、
此
後
代
提
公
案
看
話
頭
之
始
也
。

雲
棲
の
此
語
に
よ
り
て
見
れ
ば
、
狗
子
無
佛
性
の
問
答
を

一
の
公
案
ビ
し
て
學
者
に
提
示
せ
ら
し
は
黄
桀
よ
り
始
ま

れ
る
事
は
何
等
の
疑
を
要
せ
す

同
時
に
吾
人
は
看
話
藤
の
名
辮
も
黄
桀
よ
り
起
り
し
こ
ご
を
知
る
の
で
あ
る
。
若

し
之
を
無
門
慧
開
の
提
示
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
は
頗
る
正
直
に
且
卒
直
に
提
示
せ
し
こ
ε
を
看
取
す

る
の
で
あ
る
。

の

慧
開
が
提
示
は
必
生
の
カ
を
番
せ
し
も
の
故
に

一
異
彩
を
放
つ
て
居

る
が
、
彼
が
此
く
努
力
を
携
ひ
し
も
の
は
無
字

に
よ
り
て
自
ら
見
性
せ
し
爲
め
、
其
刻
苦
の
経
験
よ
り
提
示
せ
し
故
異
彩
を
放
て
る
は
勿
論
、
如
何
に
彼
れ
が
無
宇

に
就
で
苦
辛
せ
し
か
や
知
ら
る
、
の
で
あ
る
。

趙
州
和
爾
因
僧
問
、
狗
子
還
有
性
也
無
、
州
云
無
、
無
門
云
、
参
照
須
透
瓶
師
關
、
妙
悟
要
窮
心
路
絶
、
頑
關
不

透
、
心
路
不
絶
、
盤
是
依
草
附
木
精
霊
、
且
道
、
如
何
是
租
師
關
、
只
者

一
箇
無
字
、
乃
宗
門

一
關
也
、
途
名
之

日
灘
宗
無
門
關
、
透
得
過
者
、
非
但
親
見
趙
州
、
便
可
輿
歴
代
組
師
、
把
手
共
行
、
眉
毛
噺
結
、
同

一
眼
見
、
同

一
耳
聞
、
豊
不
慶
快
、
莫
有
要
透
關
底
麿

.
將
三
百
六
十
骨
節
、
入
萬
四
千
毫
窮
、
通
身
起
箇
疑
團
、
墾
箇
無
字
、

書
夜
提
鋤

,
莫
作
虚
無
會
。
莫
作
有
無
會
、
如
呑
了
箇
熟
鐵
九
、
相
似
吐
叉
不
出
、
蕩
霊
從
前
悪
知
壁
、
久
久
純

無
佛
性
話
の
考
察

九
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哺
0

熟
、
自
然
内
外
打
成

一
片
、
如
唖
子
得
夢
、
只
許
自
知
、
幕
然
打
破
、
驚
天
動
地
、
如
奪
得
關
將
軍
大
刀
入
手
、

逢
佛
殺
佛
、
逢
租
殺
租
,
於
生
死
岸
頭
.
得
大
自
在
、
向
六
滋
四
生
中
、
遊
戯
三
昧
.
且
作
麿
生
提
遡

鑑
李
生

氣
力
、
塞
箇
無
字
、
若
不
問
断
好
似
法
燭

一
黙
便
薯
。

佛
學
の
學
的
研
究
を
佛
語
宗
ご
名
け
得
る
な
ら
ば
、
佛
陀
の
無
上
正
畳
の
心
を
如
實
に
傳
る
も
の
は
佛
心
宗
ε
名

け
得
る
で
あ
ら
う
。
學
的
研
究
は
経
典
の
佛
説
を
甥
象
こ
し
て
研
究
の
歩
を
進
め
、
経
典
の
中
よ
り
無
上
正
畳
の
眞

實
義
を
掴
み
出
さ
う
と
す

る
。
而
し
眞
實
義
は
飽
ま
で
も
眞
實
義
で
あ
つ
て
、
眞
實

の
法
眞
實
の
心
で
は
な
い
。
眞

實

の
法
.
眞
實

の
心
は
法
爾
ご
し
て
動
き
、
常
に
自
己
創
造
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
眞
實
義
は
之
を
抽
象
し
て
文
字

に
寓
せ
し
も
の
故
、
眞
實
の
法
自
身
で
も
な
く
.
眞
實

の
心
自
身

で
も
な
い
、
是
に
於
て
其
の
研
究

の
道
程
に
は
必

す
其
方
向
を
異
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
は
研
究
の
歩
を
進
む
る
に
就
て
必
然
的
に
興

へ
ら
れ
た
る
方
式
で
あ
る
。
學

的
方
式
に
よ
り
て
、
研
究
せ
ら
れ
た
る
究
寛
原
理
は
眞
如
で
あ
る
o
行
的
方
式
に
於
て
實
際
的
に
膿
現
せ
ら
れ
た
る

も
の
は
渥
磐
妙
心
で
あ
る
Q
故
に
渥
繋
は
大
畳
の
實
際
的
境
地
で
あ
る
が
、
箕
如
は
推
理
方
式
に
ま
り
論
究
せ
ら
れ

た
究
寛
謝
象

で
あ
る
。
費
象
は
途
に
生
窺
に
還
元
し
會
入
し
て
始
め
て
臼
己
の
翼
實
禮
ご
な
る
、
是
れ
眞
如
論
が
唯

心
論
的
に
説
明
せ
ら
る
〉
所
以
で
あ
る
。
然
し
樹
象
が
主
親
に
還
元
し
て
會
入
せ
ら
れ
し
ご
云
は
、
最
早
や
客
槻
的

甥
象
で
は
な
く
て
圭
観
で
あ
る
。
然
し
主
観
も
謝
象
ご
冥
合
せ
し
時
は
、
最
早
や
主
魏
で
は
な
い
、
主
客
混
亡

の
無

の
境
で
あ
る
o
大
畳
の
大
畳
た
る
所
以
は
此
所
に
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
大
畳
の
浬
繋
は
眞
實
義
で
は
な
く
て



眞
實
心
の
内
に
の
み
膿
現
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
よ
b
無
を
考
察
す
る
ビ
當
然
二
…撰
に
考
察
を
試
み
ね
ば

な
ら
ぬ
。
即
ち

一
は
無
自
身

の
翼
實
禮
に
達
す
る
迄
の
否
定
作
用
ε
、

一
は
無
自
身
で
あ
る
。
否
定
作
用

ご
し
て
の

無
は
無
自
身
に
達
す
る
迄
は
常
に
醤
象
を
負
ふ
て
い
る
が
、
無
自
身
に
は
警
象
は
な
い
。
饗
象
も
皆
自
己
で
あ
る
o

是
に
於
て
始
め
て
絶
封
無
限
常
恒
の
意
味
が
確
實

に
顯
る
、
の
で
あ
る
。
浬
繋
経
に
は

世
愈
云
何
能
断

一
切
諸
有
、
佛
言
善
男
子
、
若
親
實
相
、
是
人
能
断

一
切
諸
有
、
須
践
陀
日
、
世
奪
云
何
爲
實
相
、

善
男
子
無
相
之
相
爲
實
相
、
世
奪
云
何
爲
無
相
之
相
、
善
男
子

一
切
法
無
自
相
他
相
及
自
他
相
、
無
無
因
相
、
無

無
作
相
、
無
受
相
、
無
受
者
相
、
無
法
非
法
相
、
無
男
女
相
、
無
士
夫
相
無
微
塵
相
、
無
時
節
相
、
無
爲
自
相
、

無
爲
他
相
、
無
爲
自
他
相
、
無
有
相
、
無
無
相
、
無
生
相
、
無
生
者
相
、
無
因
相
、
無
因

々
相
、
無
果
相
、
無
果

果
相
、
無
書
夜
相
、
無
明
闇
相
、
無
見
相
、
無
見
者
相
、
無
聞
相
、
無
聞
者
相
、
無
畳
知
相
、
無
豊
知
者
相
、
無

菩
薩
相
、
無
得
菩
薩
者
相
、
無
業
相
、
無
業
主
相
、
無
煩
憧
相
、
無
煩
拶
主
相
、
善
男
子
如
是
等
相
、
随
所
滅
慮

名
眞
實
相
、
善
男
子

一
切
諸
法
皆
是
虚
假
、
随
其
所
滅
、
是
故
爲
實
、
是
名
實
相
、
名
法
界
、
名
畢
覧
智
、
名
第

一
義
、
名
館

一
義
察
。

眞
實
の
相
は
総
て
の
樹
待
を
離
れ
た
る
者
ゆ
へ
、
始
め
て
眞
の
法
、
眞

の
智
、
眞
の
性
は
顯
れ
る
。
是
れ
浬
磐
を
圓

寂
々
滅
、
叉
は
不
生
不
滅
ご
名
け
し
所
以
で
あ
る
。
浬
繋
の
境
は
、
如
此

】
切
の
醤
立
を
入
れ
ざ
る
絶
樹
の
濁
自
の

境
で
あ
る
か
ら
、
有
無

の
樹
立
の
相
を
離
却
し
て
、
純

一
絶
淘
の
佛
性

に
還
元
す
る
爲
め
に
與

へ
ら
れ
た
る
者
が
無

無
佛
性
話
の
考
察

一
一
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=
一

で
あ
る
。
無
門
慧
開
は
、
参
暉
須
透
租
師
關
、
妙
悟
要
窮
心
路
、
ピ
胃
頭

に
提
唱
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
墾
繹
の
條
件

ご
し
て
、
妙
悟
の
條
件
こ
し
て
、
公
案
の
透
過
ご
、
心
意
識
の
絶
無
を
説

い
て
ゐ
る
。
即
戚
昼
作
用
、
思
惟
作
用
、

了
別
作
用
を
滅
す
る
こ
ご
が
、
妙
悟

の
條
件
ビ
し
た
な
ら
ば
、
妙
悟
は
之
を
離
れ
た
る
無
分
別
智
の
露
現
で
な
く
て

は
な
ら
漁
。
之
は
無
差
別
卒
等
智

で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
無
分
別
智
の
上
に
現
れ
た
る
無
は
同
じ
く

一
切

の
概
念
を

離
れ
て
、
樹
境
を
脱
し
た
慮
に
の
み
見
ら
る
、
無
で
あ
る
。
さ
れ
ば
吾
人
は
無

の
否
定
作
用
を
考
察
す

る
必
要
を
叢

に
認
む
る
の
で
あ
る
。

吾
人
の
思
考
や
思
惟

は
分
別
智
の
世
界
で
あ
る
。
此
世
界
は
必
ら
す
何
等
か
の
封
象
を
求
む
る
の
で
あ
る
。
醤
象

を
絶
滅
し
た
時
は
此
の
智
は
智
ご
し
て
の
作
用
を
な
さ
な
い
。
さ
れ
ざ
此
の
智
の
存
在
す

る
慮
に
は
必
ら
す
醤
象
が

存
在
す

る
、
樹
象
の
世
界
は
云
ふ
泡
も
な
く
差
別
の
世
界
で
あ
る
。
即
大
小
長
短
時
間
室
聞
等
あ
ら
ゆ
る
現
象
が
野

立
し
て
矛
眉
相
を
呈
し
て
居
る
。
此
の
矛
盾
相
ε
智
ご
野
立
せ
し
時
、
統

一
智
は
分
化
せ
ら
れ
て
、
智

の
中

に
総
て

の
現
象
を
抱
く
の
で
あ
る
。
総
て
の
現
象
を
抱
け
る
智
は
智
自
か
ら
の
内
容
ε
し
て
決
し
て
軍

N
な
も
の
で
な
く
、

必
然
に
矛
盾

に
階
り
、生
滅
大
小
長
短
等
の
世
界
に
麗
か
れ
て
ゐ
る
、
か
、
る
矛
盾
の
世
界
を
脱
し
て
眞
の
統

】
あ
る

原
理
を
騰
験
す
ゐ
爲
め
否
定
的
の
無
は
與

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
心
路
を
絶
せ
ん
事
を
要
す
ご
は
則
ち
此
意
昧
を
現

せ
し
語
で
あ

る
o
そ
れ
で
哲
學
に
於
け
る
統

一
原
理
を
、
繹
に
於
て
は
自
己
の
主
禮
に
於
て
求
む
る
爲
の
語
で
あ
る
。

然
れ
こ
も
主
槻
自
身
が
差
別
の
世
界
に
置
か
れ
て
る
中
は
理
論
ε
し
て
の
統

一
原
理
、
又
は
客
観
に
於
け
る
統

一
騰



が
登
見
せ
ら
れ
た
ビ
す

る
も
、
之
れ
は
論
理
上
の
統

一
原
理
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
客
窺
界
の
統

一
腱
に
す
ぎ
ぬ
故
、

論
理
上
の
統

噌
原
理
と
自
己
の
主
親
ご
統

一
で
は
な
く
し
て
矢
張
り
主
観
は
矛
盾
の
世
界
に
置
か
れ
て
あ
る
。
叉
客

魏
界
の
統

一
髄
の
襲
見
も
同
様
に
如
何
に
其
統

↓
盤
が
登
見
せ
ら
れ
て
も
、
主
槻
自
身
が
統

一
髄
に
置
か
れ
る
以
上

は
矛
盾
は
脱
し
得
な
い
、
此
等
の
矛
盾
を
脱
し
て
総
て
規
定
な
き
思
惟
に
導
く
爲
め
に
、
否
定
作
用
を
用
ひ
て
、

】

切
の
も
の
を
否
定
す

る
の
で
あ
る
。
之
を
具
禮
的
に
云

へ
ば
、
生
も
死
も
大
も
小
も
、
相
甥
も
絶
封
も

一
切
を
否
定

し
て
唯
無

の
世
界
に
導
く
の
で
あ
る
。
無
の
世
界
は
恰
も
闇
夜
の
如
く
、
全
騰
無
の
闇
黒
で
あ
る
。
然
し
此
の
闇
夜

は
太
陽
の
出
る
前
の
闇
夜
ご
同
じ
く
、
総
て
が
無
ご
し
て
輝
く
迄
の
闇
夜
で
あ
る
。
而
し
て

一
切
を
否
定
し
て
無
の

三
昧
に
在
る
間
は
無
ご
し
て
の
輝
き
は
な
い
。
絶
後
再
び
蘇

る
ご
は
此
の
意
味

で
あ
る
。
絶
前
の
世
間
は
矛
盾
の
差

別
界
で
あ
る
が
、
絶
の
當
膿
は
無
の
闇
黒
界

で
あ
る
。
無
の
闇
黒
界
は
凡
て
が
無

で
統

M
せ
ら
れ
た
世
界
で
あ
り
雫

等
の
世
界
で
あ
り
、
規
定
の
拘
束
を
破
っ
た
無
知
の
世
界
で
あ
る
。
此
の
世
界
を
更
に
超
出
し
て
始

め
て
無
と
し
て

の
輝
き
の
智
の
あ
る
世
界
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
無
ご
し
て
の
輝
き
の
あ
る
世
界
は
、
換
言
す
れ
ば
統

一
に
即

し
た
分
化
の
世
界
で
あ
り
、
李
等
に
即
し
た
差
別
の
世
界
で
あ
る
。
是
に
於
て
主
槻
客
魏
共
矛
盾
を
脱
し
て
共
に
解

脱
の
世
界
に
置
か
る
、
の
で
あ
る
。
大
慧
書
に

但
將
妄
想
顛
倒
底
心
、
思
慮
分
別
底
心
、
好
生
悪
死
底
心
、
知
見
會
解
底
心
、
欣
浮
厭
閾
底
心
、

一
時
按
下
、
只

就
接
下
虚
、
看
箇
話
頭
、
僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
佛
性
也
無
、
州
云
無
、
此

一
字
子
乃
是
擢
許
多
悪
知
悪
畳
底
器

無
佛
性
話
の
考
察

=
ご
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四

鯉杖
也
o
(國
謁
大
慧
普
光
暉
師
{害
上
十
四
)

如
此
吾
人
の
思
惟
や
思
考
を
否
定
す

る
所
に
無
の
否
定
作
用
の
債
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。
総
て
が
否
定

さ
れ
悪
知

悪
畳
の
差
別
的
心
意
識
が
繕
滅
す
れ
ば
無
の
意
識
が
こ
、
に
顯
れ
る
。
之
れ
即
無
の
世
界
で
あ
る
○
総
て
が
無
の
中

に
溶
解
し
た
李
等
圓
融
の

一
心
法
界
が
現
れ
る
o
遡
信
論
の
総
該

一
35
ご
は
即
之
れ
で
あ
る
。
故

に
佛
敷
纒
典
中
に

虚
妄
心
の
離
却
を
説
け
る
を
實
際
的
に
修
行
し
て
法
の
興
際
を
獲
得
す
る
は
唯
此
の
灘
あ
る
の
み
で
あ
る
。

支
那
の
老
子
の
如
き
は
道
徳
経
の
始
に

滋
可
道
非
常
道
、
名
可
名
非
常
名
、
無
名
天
地
之
始
、
有
名
萬
物
之
母
、
故
常
無
欲
以
観
其
妙
。

ご
説

い
て
ゐ
る
。
無
名
は
吾
人
の
所
謂
絶
封
軍
等
の
無

の
世
界
で
あ
り
、
叉
徳
該

一
心
の
法
界
で
あ
る
。
無
名
が
轄
じ

て
有
名

ご
な
る
は
法
の
自
己
創
造

の
作
用
に
し
て
超
信
論
の
用
大
に
よ
る
、
而
も
有
名
が
無
名
に
支
持
せ
ら
れ
て
始

め
て
自
己
の
自
燈
を
保
ち
行
く
の
で
あ
る
。
故
に
無
の
基
礎
を
有
せ
ざ
る
有
は
幻
化
で
あ
り
虚
妄

で
あ
り
箕
實

で
な

い
。
無
も
亦
有
の
創
造
を
有
せ
な
い
ご
き
は
塞
無
の
無

に
し
て
小
乗
激
の
偏
塞
に
異
ら
な
い
、
此
の
理
論
を
立
脚

ε

し
て
無
肖
身
の
當
髄
を
考
察
す

る
ご
き
は
、
無
は
野
比
な
き
絶
野
で
あ
る
ε
同
時
に
相
野
作
用
を
有
し
て
ゐ
る
、
相

醤
作
用
は
無
の
用
に
し
て
醤
比
な
き
の
絶
甥
は
無

の
主
騰
で
あ
る
。
維
摩
経
に

法
無
衆
生
離
衆
生
垢
、
法
無
有
我
離
我
垢
故
。
法
無
壽
命
離
生
死
故
。
法
無
有
入
前
后
際
断
故
(衆
生
空
た
観
け
リ
)法

常
寂
然
滅
諸
相
故
、
法
離
於
相
無
所
縁
故
。
法
無
名
字
言
語
断
故
。
法
無
有
説
離
豊
観
故
。
法
無
形
相
如
虚
室
故
。



U法
」無
戯
論
塁
島
見
塞
故

(理
空
た
説
く
)
法
鉦
蝋我
所
離
我
所
故
ス
上
に
無
我
為
観
キ
、し
故
今
に
我
所
の
實
法
空
な
観
く
)
㎞法
」無
瓜
万
別
離
恥諸

識
故
。
法
無
有
比
無
相
待
赦
。
法
不
囑
因
不
在
縁
故
(識
空
准
説
く
)
法
同
法
性
入
諸
法
故
。
法
随
於
如
無
所
随
故
。
法

住
實
際
諸
邊
不
動
赦
。
(眞
法
の
無
爲
為
説
く
)
、
法
無
動
揺
不
依
六
塵
故
、法
無
去
來
、
常
不
住
故
、
法
離
好
醜
、
法
無

増
損
、
法
無
生
滅
、
法
無
所
蹄
、
法
過
眼
耳
鼻
舌
身
心
、法
無
高
下
、
法
常
住
不
動
、法
離

一
切
観
行
。
(弟
子
口開
三
)

法
は
如
臨

】
切
を
超
越
し
た
猫
良
的
の
も
の
で
、
決
し
て
依
存
的
の
も
の
で
な
い
か
ら
、
永
遠
常
恒
無
爲
李
等
な
ざ

、
説
か
る
、
の
で
あ
る
。
暉
の
無

の
當
騰
は
前
記
の
法
で
あ
る
故
に
、
無
は
否
定
の
意
味

に
解
す
る
時
は
法
の
反
野

の
種
々
な
る
も
の
を
否
定
す
る
爲
め
に
用
ゆ
る
の
で
あ
る
が
、
総
で
を
否
定
し
盤
し
た
所
に
肯
定
の
絶
封
的
濁
自
の

法
が
顯
れ
る
o
法
が
無

の
當
艘

で
あ
り
、
自
身

で
あ
る
故
に
、
無
上
法
ご
之
を
庭
別
し
て
み
ろ
は
、
澱
儀
或
は
公
案

な
ご
に
囚
は
れ
セ
宗
義
の
上
よ
り
見
る
の
で
あ
る
か
ら
眞
實
な
見
方

で
は
な
い
。
無
も
亦
佛
駿
の
第

一
原
理
の
法
ご

し
て
始

め
て
債
値
の
世
界
に
置
か
る
、
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
意
昧
よ
り
し
て
東
洋
哲
學
者
は
、
至
入
無
巳
、
聯
人

無
功
.
聖
人
は
無
名
ご
説
け
る
も
の
で
あ
る
。
荘
子
が
無
用
の
用
を
提
唱
せ
し
も
此
の
意
昧
に
立
脚
し
た
る
表
象
で

あ
る
Q
さ
れ
ば
繹
の
無
宇
の
燈
験
は
佛
敷
の
第

一
原
理
の
膿
験
で
あ

9
、
同
時
に
眞
實
の
解
脱

へ
の
路
を
開
く
出
登

黙
で
あ
る
。
叉
眞
實

に
意
識
の
轄
換
、
生
命
の
革
新
を
與
ゆ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
吾
人
は
更
に
進
ん
で
無
の
拶
所
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
漁
。
各
自
の
騰
験
は
此
の
拶
所
に
よ
り
て
、
到
不
到
ビ

深
淺
ご
が
明
瞭
に
知
う
得
ら
れ
、
同
時
に
學
徒
ご
し
て
は
此

に
よ
り
箕
實

の
法
を
罷
験
す
る
の
で
あ
る
。
無
宇
の
拶

無
佛
性
話
の
考
察

一
五
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山ハ

所
は
歎
に
於
て

一
定
せ
す
、
多
く
用
ゆ
る
人
は
九
十
除
、
少
な
き
も
二
三
十
位
は
用
ゆ
る
、
今
其
の

一
般
の
例
ご
し

て
之
を
學
く
る
ビ
左
の
如
く
で
あ
る
。

先
づ
無

の
全
膣
は
如
何
ん
.
此
の
答
案
こ
し
て
輝
語
の
「
上
透
雲
漢
下
達
黄
泉
」
な
ご
云
ふ
如
き
意
昧

の
語
が
用
ひ

ら
る
。
何
故

に
如
此
語
を
表
象
せ
ら
る
、
か
な
れ
ば
、
無
は
総
該

一
心
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
之
は
興
繹
護
國
論
の

序
に
榮
西
が
論
述
せ
し
左
の
語
を
み
れ
ば
、
上
透
雲
漢
下
達
黄
泉
ご
云
ふ
意
味
が
明
瞭

こ
な
る
。

大
な
る
か
な
心
、
天
は
高

ふ
し
て
極
む

べ
か
ら
す
、
而
も
心
は
天
の
上
に
出

づ
、
地
は
厚
ふ
し
て
測
る
可
ら
す
、

而
も
心
は
地
の
下
に
出
づ
。
日
月
の
光
は
鍮
ゆ
可
ら
す
、
而
も
心
は
日
月
光
明
の
表
に
出
づ
。
大
千
沙
界
は
極
む

べ
か
ら
す
、
而
も
心
は
大
千
沙
界
の
外
に
出
づ
、
夫
れ
大
虚
か
、
夫
れ
元
氣
か
、
心
は
則
ち
大
虚
を
包
ん
で
元
氣

を
孕
む
者
な
り
。
天
地
我
を
待

つ
て
覆
載
し
、
日
月
我
を
待

つ
て
蓮
行
し
、
四
時
我
を
待

つ
て
鍵
化
し
、
萬
物
我

を
待

つ
て
登
生
す
。
大
な
る
か
な
心
や
吾
巳
む
こ
と
を
得
す
し
て
強
て
之
を
名
く
る
な
り
。

之
に
よ
り
て
無
の
如
何
に
贋
大
無
限

に
し
て
絶
醤
的
な
も
の
で
あ
る
か
は
明
瞭
こ
な
れ
う
。
そ
れ
で
無
は
宗
殺
紳

學
に
於
け
る
紳
の
槻
念
の
如
く
、
思
考
の
世
界
に
留
め
て
お
く
な
ら
ば
膚
己
の
内
性
に
此
の
如
き
絶
樹
的
な
普
遍
的

超
越
性
は
表
れ
す
、
そ
は
軍

な
る

一
の
思
想
に
す
ぎ
澱
の
で
あ
る
。
然
し
灘
は
思
想
で
な
い
、
主
観
の
事
實
で
あ
る

か
ら
目
己
の
圭
槻
が
此
の
如
き
、
普
遍
的
超
越
性
に
選
元
せ
ざ
る
以
上
は
事
實
こ
な
ら
な
い
故
、
事
實
化

に
遵
く
所

に
宥
話
暉
の
債
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。



六

結

論

吾
八
は
以
上
に
於
て
、
此
の
則
に
於
け
る
大
騰
の
考
察
は
霊
せ
り
ε
思
惟
す
る
が
、
衙
渥
繋
経
の
佛
性
ご
、
無
字

ε
の
干
係
を
更
に
考
察
し
て
結
論
ご
仕
度
い
の
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
若
浬
桑
縷
の
佛
性
説
無
き
時
は
此
の
問
題

は
起
り
得
な
い
、
然
る
時
は
何
等
の
問
題
こ
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
既
に
浬
盤
経
所
説
の
佛
性
あ
り
て
始
め
て
此

問
話
が
生
起
す
る
以
上
は
、
佛
性
ご
無
ざ
全
然
無
干
係
の
者
ご
見

る
事
は
問
答
法
則
の
容
れ
ざ
る
所
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
然
ら
ば
趙
州
無
の
答
案
が
如
何
に
し
て
間
者
の
間
の
答
ご
な
る
か
?
。
之
は
前
述
の
佛
性

の
意
義
を
明
確
に

理
解
せ
ば
帥
ち
無

の
全
禮
を
鰹
験
せ
ざ
れ
ば
佛
性
を
知
り
得
な
い
の
で
無
ご
答

へ
し
ご
解
し
て
始
め
て
妥
當
な
答
こ

な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
吾
人
は
前
に
佛
性
に
還
元
す
る
爲
に
與

へ
ら
れ
た
る
者
が
帥
無
で
あ
る
ε
説
明
し
置
け

り
、
佛
性
が
既
に

一
切

の
名
相
等
を
超
越
し
て
濁
自
な
も
の
で
あ
り
、
唯

一
な
も
の
で
あ
り
、
無
限
な
も
の
で
あ
る

ご
す
る
な
ら
ば
、
之
を
膿
験
す
る
に
は
、
其
反
野
性
の
者
を
し
て
之
に
還
元
せ
し
め
て
始
め
ず、
騰
験
せ
し
む
る
も
の

で
あ
る
o
之
を
膿
験
し
た
ご
き
無
帥
佛
性
、
佛
性
即
無
な
る
こ
ご
が
認
識
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
(完
)

締
切
り
ま
で
に
新
稿
問
に
あ
ば
す
、
依
て
奮
稿
乍
ら
浄
書
し
て
費
な
埋
む
O

無
佛
牲
話
の
考
察

一
七


